
   

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ロータリーのマジック 

ＲＩ会長 ステファニー・アーチック 

 

  

 

 

 

 

国際ロータリー第 2580 地区 浦添ロータリークラブ       例会日：毎週金曜日 12:30～13:30 

創  立: 1967 年 4 月 14 日                      例会場：那覇市首里山川町 1-132-1 ダブルツリーｂｙヒルトン那覇首里城 

会  長： 平良 友美                            事務局：〒901-2131 浦添市牧港 5-6-3 南海ビル 3 階 

幹  事： 知花なおみ                                       Tel 098-875-4040 Fax 098-875-5809 

                                          Ｅ：ｍａｉｌ ｕｒａｓｏｅｒｃ＠ｇｍａｉｌ．ｃｏｍ   httpｓ://ｗｗｗ.urasoerc.com/                                   

 

7月 5日 第 2603回例会 

05 July  2024  No.2530 

  

 

テーマ 『 平和をつくる –クラブ・浦添・世界で- 』  2024～2025 年度会長 平良 友美 

「平和」とは、「心配や揉めごとがなく、穏やかなこと」   

「戦争や紛争がなく、世の中が穏やかな状態にあること」と辞書にあります。 

コロナ禍が明けた途端に、世界各地で戦争や紛争が起こりました。 

過去の戦争で大きな犠牲を払った日本は、現在平和です。 

焼き尽くされた沖縄も、緑と花が生い茂る観光地となっています。しかしこの平和がいつまでも続く保証はどこにも

ありません。戦争や紛争の足音が、少しずつ近づいているのかもしれません。 

また絶えず起こる自然災害・病気・失業・家庭のトラブルで、平和は一瞬の内に崩れ去ってしまうのです。 

2024年も能登半島地震で始まり、台湾の地震、ウクライナの戦争、イスラエルの紛争、ミャンマーの内戦等、世界

各地で平和が失われています。当クラブは誰か一人でも平和になるようにと、寄付を行って来ました。皆さんの善意

に感謝致します。 
 

私たちはみな人との出会いを通して、浦添ロータリークラブに入会しました。その理由は様々だと思います。このご

縁が広く世界に繋がるのがロータリーだと思います。金曜日の例会に共に集い、四つのテストを唱和して自分の心を

点検し、卓話を聴き、職業を通して社会に奉仕し、世界の母子の健康を守り、ポリオを根絶し、きれいな水を届け、子

供たちの教育を支援し、地域の経済を発展させ、環境を守り、平和を推進することが出来るのです。ロータリアンであ

ることは、素晴らしい特権だと思います。 
 

第 58代の会長として、この歴史を繋いで来られた多くの先輩方に続いて、『平和をつくる』クラブを目指します。そ

のためにはまず四つのテストで自分の心の中に平和をつくり、クラブの中に平和をつくります。意見の相違、問題は

生じるでしょう。しかしロータリアンとして平和をつくるという目的に向かって、共に歩んで行けたらと願っています。 
 

浦添ロータリークラブの皆さん。 

この出会いを大切に、共に学んで、歩んで行きませんか。 

平和を失った人々に、少しでも平和を届けて行きましょう。 

浦添・沖縄の子供たちに希望があることを知らせましょう。 

共に平和をつくりましょう。 この一年間、どうぞよろしくお願い致します。 

 



 

 
  

＜2024-25年度 浦添ロータリークラブ 会長指針＞ 

『心に平和をつくる』  

① ほっとする、楽しい例会をつくる 

② 人を誘いたくなる卓話を企画する 

③ 夜間例会・同好会で懇親を深める 

④ 他クラブとの合同例会で交流を増やす 

 

『クラブに平和をつくる』 

① 意見を言いやすい環境を守る 

② 理事会での承認を土台として委員会活動をする 

③ 一部の人ではなく、クラブ全体での奉仕を目指す 

④ 会員の出入りに影響されないクラブの骨格作り（細則の見直し・作成） 

⑤ 職業奉仕がロータリアンの最優先の奉仕である。 

仕事で欠席する会員を全員で支える 

 

『浦添に平和をつくる』 

① 社会奉仕は浦添市を中心とする 

② 過去に行った地区補助金事業・社会奉仕を振り返り、発展させる 

・植樹した桜の点検 

・浦添市内の児童館へのタブレット配布後の新たな奉仕の模索 

③ 昭和薬科大学附属高校インターアクト生との奉仕活動 

・前田高地（ハクソー・リッジ）の慰霊碑の清掃と平和の学び 

 

『世界に平和をつくる』 

① ポリオ根絶のためにロータリー財団への寄付を推進する 

② 将来グローバル補助金を申請するために学び、準備する 

③ 東日本大震災の遺児を支える「ロータリー希望の風奨学金」への寄付を推進する 

④ 米山学友との交流を絶やさず、将来の奉仕に繋げる 

⑤ 台湾蘇澳 RC との交流を続ける 

 

『平和を発信する』 

① ホームページを活用し、会員の情報共有、ロータリーの学び、会員増強に役立てる 

② 環境保護の観点から、ペーパーレス化を目指す 

③ SNS（Facebook、Instagram）を通してクラブ活動を積極的に発信にする 

 

 

 

 

 

 

職業奉仕 12章 

１） 自分の職業に 誇りを持つ事から 職業奉仕は始まる 
 
どんな職業にも貴賎なし、職業を通じて社会に貢献できる誇りを持つことが出来る 

 



＜ＲＩ会長メッセージ＞ 

 

2024～25年度国際ロータリー  

ステファニー・アーチック会長 

 

ロータリーが最高の状態とな

るのは、クラブでインクルージ

ョンと帰属意識が育まれたとき

です。実際、帰属意識こそが「ロータリーのマジック」

そのものだと言っても過言ではありません。 

インクルージョンと帰属意識に焦点を当てれば、

共通の目的のために結束しやすくなります。互いに

支えあい、目標に集中することで、私たちの力が最

大限に発揮されます。 

これを後押しするのが、ロータリーの行動計画で

す。行動計画には、フィードバックを集め、クラブの

強みと弱みを評価し、課題に取り組むために活用で

きるツールが含まれています。 

変わりゆく世界で、クラブがじっと立ち止まってい

るわけにはいきません。とはいえ、私たちが取り入れ

る変化は、より大きなビジョンに向けて支えあうよう

な、一貫した戦略的なものである必要があります。行

動計画は、このビジョンに向けて取り組み、クラブ内

で効果的な変化を生み出すのに役立ちます。行動

計画に沿って地域社会からの提案に取り組むこと

で、すべてのロータリー会員にクラブで感じてもらい

たい帰属意識が末長く育まれます。 

だからこそ、多様性、公平さ、インクルージョンへ

のコミットメントを広げることが重要です。互いの幸せ

を 支えあうことは、参加者の基盤を広げる第一歩

であり、この困難な時代に積極的平和を広げること

を可能とします。 

平和の構築は私たちの最優先事項の一つであ

り、そのための最も効果的な方法の一つはロータリ

ー平和フェローシップです。平和フェローシップを通

じて、平和と開発の専門家たちが紛争を予防し、終

結させる方法を学びます。 

フェローシップは、世界各地の名門大学にあるロ

ータリー平和センターで提供され、これまでに 1,800

名以上のロータリー平和フェローが卒業してきまし

た。また、オットー＆フラン・ウォルター財団からの

1,550万ドルのご寄付のおかげで、イスタンブール

のバーチェシェヒル大学に新設された平和センター

でさらに多くの地域の平和構築者を支援できます。 

新たなセンターの開設は非常に大きな達成であ

り、イスタンブールのセンターで来年にロータリー会

長主催平和会議を開催できるのはとても光栄なこと

です。2月 20日～22日に開かれるこの 3日間の会

議では、ロータリーファミリーが平和構築を推進する

さまざまな方法に焦点を当てます。現在、この会議

への登録を受け付けています。ご参加いただけるこ

とを願っております。 

2025年ロータリー会長主催平和会議は、ロータリ

ーの平和構築の取り組みにとって大きな可能性を秘

めていますが、この可能性は皆さまのご支援があっ

てこそ実現します。 

 

私たちは魔法の杖を振って呪文を唱えるだけで

世界に平和をもたらしたり、ポリオを根絶したり、会

員を増やしたりするわけではありません。それは皆さ

ん次第です。プロジェクトを終えるたび、寄付するた

び、新会員を迎えるたびに、皆さんはマジック（魔

法）を生み出すのです。 

私はロータリーファミリーを愛しており、皆さまも同

じだと思います。だからこそ、共にすべてのクラブと

地区を魅力的していくことができると、私は信じてい

ます。今年度、「ロータリーのマジック」で世界を変え

ていきましょう。

 

（ＲＩ会長のご紹介） 

McMurray（マクマリー）ロータリークラブ 

（米国、ペンシルバニア州） 

研修リーダー、ロータリー財団地域コーディネータ

ー、RI会長代理など、数多くの役職を務め、RI理事

 



ならびにロータリー財団管理委員を歴任。さらに、3回の規定審議会で代表議員と特別議員を務める。 

ロータリー戦略計画委員会とロータリー財団百周年記念委員会の委員長を務めたほか、選挙審査委員会

と運営審査委員会を含むさまざまなロータリー委員会の委員を歴任。 

1991年にロータリーに入会して以来、インドとナイジェリアでの全国予防接種日（NID）の活動、ベトナムで

の小学校建設、ドミニカ共和国での浄水器設置など、さまざまな国際奉仕プロジェクトに参加。複数のスラブ

語を学び、ウクライナの新会員の指導にあたったほか、ポーランドでは乳がん検診用の X線撮影装置と生検

ユニットを病院に設置するロータリー財団補助金の調整を担当。ポーランドのクラクフ・ロータリークラブは記念

冊子の中で、共産主義後のポーランドにおけるロータリーの復興を手助けした重要人物としてアーチック氏を

挙げている。また、人道的・教育的奉仕プロジェクトのために米国内のクラブ・地区がアルバニア、コソボ、ウク

ライナのロータリークラブとパートナーシップを結べるよう援助している。 

高等教育、コンサルティング、エンターテイメント業界における職歴を有し、ペンシルベニア州立インディア

ナ大学でリーダーシップ研究の博士号を取得。ロータリー財団をはじめ数多くの地元機関・国際機関から認

証・表彰されている。 

ロータリー財団メジャードナー 

遺贈友の会会員 

 

 

   

 

 

第 2580 地区  

石川 彌八郎 ガバナー 

 

（序） 

ロータリークラブとは「人格

を高めようと努力している

人たちの集まり」と考えます。人格者とは、人間性、

人柄、品性、高潔性、思いやり（忖度力）、などを持

ち得る人です。では、どのようにして人は人格を高め

ることができるのか。「高い低い」とは相対的な概念

です。ゆえに、人がたった一人で生きていたのであ

れば、そこに、高いも低いもありません。そのような環

境では、人間性、人柄、品性、思いやり、などを測る

こと自体が出来ないので、人格を高めるなどという概

念は存在しないのです。人格を高めるという概念

は、我々が人と人との間で暮らしている、つまり「社

会の一員である」ということを認識することから始まり

ます。事実、人間とは「人の間」と書くのです。 

我々が「社会の一員である」ということを理解すれば

「人間は一人では生きていけない」ことがわかり、そ

して「お互いに助け合うことの重要性」「相手の立場 

 

になって考えること、つまり忖度力の重要性」に気

が付きます。これはつまり、 

「職業奉仕」の概念を理解しあうことなのです。しか

し恥ずかしながら、僕が「職業奉仕」を理解したの

は、入会して三年頃、自クラブでの研修の時でし

た。もし僕が、そのまま、「職業奉仕」の概念に触れ

なければ、僕は今頃ロータリアンではなかったことで

しょう。 

昨今、会員の減少が問題になっていますが、根源

はそこにあると考えます。僕は幸いにも、入会三年

程度に救われました。しかし、せっかくロータリーに

入会しても、「職業奉仕」の概念に触れることなく、そ

の魅力 

を感じないがゆえに退会してしまった人も多くいたで

しょう。それはとても残念なことです。 

入会三年以内の会員の研修の重要さはそこにある

のです。 

「隔たりを取り除き、“ご縁”を大切に」 

昨今、ロータリーでは DEIが語られています。この

DEIの概念は「隔たりを取り除こう」で換言できると考

えられます。実は、私が所属する東京福生ロータリ

合言葉「隔たりを取り除き、“ご縁”を大切に」 

 



ークラブが１９６８年に設立した時の会長テーマは

「隔たりを取り除こう」でした。５０年以上も前のことで

す。それゆえ、DEIの概念は決して新しいものでは

なく、むしろ社会の永遠のテーマであると考えるべき

です。初代会長の名は石川彌八郎、私の祖父でし

た。よって、あえて石川年度の合言葉に使用しまし

た。 

隔たりを取り除き、ご縁を大切にすることにより、より

多くの人にロータリーの魅力を伝え、会員増加を図

りたいと考えた次第です。 

 

～忖度力（人間力）を高めよう～ 

 「研修と親睦」そして奉仕 ロータリーの魅

力の再認識                        

「忖度力」 

忖度とは、 

忖度：自分なりに考えて、他人の気持ちをおしはか

ること。                       （新明解国語辞典） 

忖度：①相手の気持ちを推測すること。 

     ②有力者などの気持ちを推測し、気に入られ

るように行動すること      （三省堂国語辞典） 
 

「職業奉仕」は相手の立場に立って仕事をすること

です。 

「相手に何をさせるのか」ではなく、「相手のために

何ができるか」です。 

しかし、人は必ずしも要求をすべて表現できるとは

限りません。何が言いたいのかよくわからない人、言

いたいことをはっきり言わない人、など。その際に求

められるのが「忖度力」です。「思いやりの気持ちを

もって、相手が何を考えているのか、何をしてもらい

たいのかをおしはかってください」。それが「忖度力」

です。 
 

三省堂国語辞典 

命：人や動物が生きて活動するための、おおもとに

なるもの。 

人生：①この世の中で、人が生きてゆくこと。 

   ②人間の生きている間。    

新明解国語辞典 

命： 

生物が生きている限り持続している肉体や精神の活

動を支える根源の包括的な呼称。 

（一瞬一瞬生きることの繰り返しとして、捉えられる緊

張の持続であり、客観的には有限であるものが、主

体的には無限の連続として受け取られるところに、

その特徴がある。） 

人生： 

人間がこの世に生きていくこと、その生き方。 

人生意気に感ず。人間は、金銭や名誉のためでは

なく、自分を理解してくれるひとのあたたかい気持ち

に感じて仕事をする（引き受ける）ものだ。 

「研修」とは「人格形成」 

「研修」とは、「より高い人格者を目指すこと」で、「ご

縁」のありがたさと、その意味を考えることで、「職業

奉仕」の概念に帰着します。 

その思考的経緯は、 

・我々は、何かの縁で生まれてきてしまったのは事

実だ。では？ 

・私はなぜ、何のために生まれ、生き、生活つまり仕

事をしているのか。 

・その思考を繰り返すことにより、自分が社会の一員

であることに気づく。 

・人は一人では生きていけない、助け合いが必要で

あることにも気づく。 

・自分勝手ではいけない、相手の立場に立って考え

る、忖度力の必要意に気づく。 

・社会の一員としての職務、つまり職業を投げ出さず

に全うする覚悟を持つ。 

・すなわちそれが「職業奉仕」の概念。 

・社会の一員であることを認めてもらうことに喜びを

感じる。  

・さらには、命への感謝を感じる。 



・この域まで達すると、ロータリーは単なる奉仕団体

ではなくなる。 

「命の使い方」考える団体と言ってもよい、ロータリー

が「人生哲学」と言われるのはそのためであると思い

ます。これが「研修」です。 
 

この「研修」は、もちろん、地区の研修でも可能で

すが、これは僕の経験上、各クラブで行ってもらいた

いと考えています。地区の研修は初対面の方もいま

すます。すると、緊張し、気を使うことになります。一

方自クラブでは、心の打ち解けた気の置けない仲間

に囲まれる環境なので、じっくりと語り合い、研修を

積むことができるのです。「ロータリーはクラブが基

本」とする由縁はそこにあるのでしょう。しかし、例会

だけではなかなか深い研修の域には達せないの

で、家庭集会や炉辺会合を積極的に開催し、所属

する各クラブの先輩方が後輩に、ロータリーの魅力

を語り、後輩の人格形成のためにご尽力いただきた

いのです。 

ナイフは砥石で研けますが、ダイヤモンドはダイヤモ

ンドでしか研けないように、人は人でしか研けないの

です。ゆえに、時に先輩方は厳しく語って頂いて結

構だと思います。後輩は、上手に受け入れてくださ

い。口うるさい先輩やパストガバナーは貴重な存在

です。なぜなら、砥石が軟だったら、刃物は研げな

いからです。しかし、擦り潰してしまったら元も子もあ

りませんが。 

 

「親睦」とは「人格者との交流」 

「親睦」とは、「縁あって出会ったロータリアンが交流

し、人生や社会や将来を語り、刺激を受けながら、さ

らに互いに向上し合うこと」と定義付けたいと思いま

す。「朱に交われば赤くなる」「類は友を呼ぶ」。人格

者と接することで自己の人格も高まる。これが、ロー

タリーの魅力です。 
 

ロータリークラブは「人格を高めようと努力をしてい

る人の集団」です。 

人格形成にゴールはなく、社会に生きる限り永遠の

テーマです。第 2580地区は、その人生の永遠のテ

ーマを追究する、崇高な理念を持つ約 3,000人が

組織する団体です。もし、貴クラブの会員が 50名だ

とすれば、わが地区にはほかに約 2,950人の崇高

な理念を持ったロータリアンが存在するのです。そ

の崇高な理念を持った人格者と、ちょっとした手続き

を踏むことにより親睦することが可能です。これこそ

ロータリーの魅力です。 

地区に出てみよう、他クラブにメークアップに行っ

てみよう。そこには、3,000人の人格者が待っている

のです。彼らは必ずあなたを磨いてくれるのです。 

ところが、地区の役員は 300人程度で地区の会員

の一割にも満ちません、残りの九割の会員は自クラ

ブだけの出会いで終始してしまいます。何と勿体な

いことか。これでは縁と出会いとを活かし、第 2580

地区に潜在する人格者との懇親が深められない。こ

れはもったいない。そこでお勧めしたいのが、他クラ

ブへのメークアップです。しかし、きっかけがないと、

なかなか足が進みません。そこで、行ってもらいたい

ことが、分区を超えたクラブの合同例会です。近隣

のクラブではなく、少し離れたクラブ、普段では接触

しないクラブと合同例会を行ってみましょう。 

是非、多くの人格者に出会い、懇親を深め、人生

について語り、自己を磨いてください。 

しかし、人は人を見ています。「人格を高めよう」とい

う志がなければ、相手にしてくれません。せいぜい

名刺交換で終わってしまうでしょう。 

 

 「親睦」の延長線上の奉仕活動 

「親睦」の結果、何が生まれるか。「親睦」とは人格者

を目指すロータリアンがお互いに触れあい、人生や

社会や将来を語り合うことです。当然、住みよい社

会とはどんな社会？ 現在の社会の問題は何？ な

ども語られます。具体的な問題が挙がったのであれ

ば、語るだけではなく、行動に移すことが必要です。 



これまで我々は、数々の具体的な奉仕活動を行っ

てきました。地域社会においての奉仕活動、米山奨

学生生を通じた民間外交の基礎構築、青少年交

換、RYLAなど青少年育成の活動、国際的にはポリ

オの根絶、等々。ここで気づくことは、これらの奉仕

活動は「親睦」により導き出されたものであり、ロータ

リーが当初から目的としていたことではなかったとい

うことです。 

「人格の向上を求めるロータリアンの集合体、つまり

クラブ」→「ロータリアンの親睦」→「親睦により気づ

いた社会問題」→「具体的な奉仕活動」。「研修と親

睦」の融合の結果が「奉仕」であるということです。 

ここで重要なことは、「社会は常に変化している」と

いうことです。我々は「親睦」の中で、「社会の変化」

を議論し、見極めなければなりません。そしてその変

化に応じ、奉仕活動の微調整、あるいは方向転換も

必要になるかもしれません。そしてさらに、新たな奉

仕活動を行うために、現状の組織の在り方に不都合

があれば、そこを改める必要もあります。 

すべては「親睦」により導かれる事象なのです。 

 

ロータリーの魅力の再認識 「研修と親睦」 

そして奉仕 

～忖度力（人間力）を高めよう～         

「ロータリーの魅力」 

「ロータリーの魅力」を要約すると、くりかえしになりま

すが、高い人格を求める者同士が集まり刺激を受け

あい（研修）、人生、社会、将来を語り、社会のため

に行うべきことを見出し（親睦）、それを実行する（奉

仕活動）。この「研修と親睦」の融合の結果の「奉

仕」、これがロータリーの魅力です。この魅力を世に

伝えることが会員増加、既存会員に深く浸透させる

ことが退会防止のカギであると考えます。 

簡単に言えば、「ロータリーの魅力を感じた人は

入会し活動を続け、そうでない人は去り行く」。会員

が減るのは、魅力を伝えるのが下手だったからで

す。 

僕がこの世に生まれてきてしまったのは事実で

す。そこに理由が在るか無いか。理由がないと考え

てもよい、でも僕は自分が生まれてきた理由を、生き

ている理由を考えたい。その機会を与えてくれたの

がロータリーです。だから僕はロータリークラブにい

るのです。 

これがロータリーの魅力です。僕はロータリーに救わ

れた。 

 

（ガバナーのご紹介） 

石川 彌八郎（いしかわ やはちろう） 

生年月 1964年 6月  

学歴 東海大学 政治経済学部 卒業  

勤務先 石川酒造株式会社 代表取締役蔵元  

ロータリー歴(職業分類:酒造業)  

2005年 1月 東京福生ロータリークラブ 入会  

2007-08 年度 地区ウェブ委員会委員  

2008-09 年度 東京福生ロータリークラブ 幹事  

2009-10 年度 地区ウェブ委員会 委員  

2010-11 年度 地区世界社会奉仕委員会 委員  

2012-13 年度 東京福生ロータリークラブ 会長  

2013-14 年度 地区社会奉仕委員会 副委員長  

2016-17年度 ガバナー補佐 

地区研修委員会委員  

2017-18年度 ロータリーの友地区代表委員  

地区拡大増強委員会 委員  

2018-19 年度 クラブ創立 50周年実行委員長  

地区ロータリーの友委員会 委員  

2020-21 年度 地区ロータリー希望の風 委員  

ロータリー財団メジャードナー  

ポール・ハリス・ソサエティ  

ベネファクター 

米山功労者 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

点 鐘 ： 松尾 晋哉 会長 

司 会 ： 我喜屋 啓 

幹事報告 ： 具志頭朝一 

斉 唱 ： 『我等の生業』 

ソングリーダー ： 上谷みち代 

唱 和 ： 『四つのテスト』 松田 賢基 

職業奉仕 12 章 ： 平良 友美 

ビジター紹介 ： 知花なおみ 

ニコニコＢＯＸ ： 佐久田綾子 

委員会報告 ：  

 国際奉仕委員会 委員長 知花なおみ 
 

【出席報告】 （会員数 25名） 

出席者数 ビジター ゲスト 合 計 

13 1 9 23 

当日出席率 （6/21） 54.17％（13/24） 

訂正出席率 （6 / 7） 60.00％（15/25） 

訂正出席率 （6/14） 52.00％（13/25） 

出席規定での免除会員数     2名（7月現在） 
 

【ビジター】 

 宮城 早人 君                （石 垣） 
 

【 ゲスト 】 

 大宜見民子 様   ㈱ジャンボツアーズ（元会員） 

 中林 莞人 様    沖縄セールスパートナー㈱ 

 （ご家族） 

 松尾 恵実 様 ・ 松尾 海翔 君 ・ 松 尾  伶 様 

 松尾 規子 様 ・ 松尾美哉子 様 

 川畑 優子 様 ・ 川﨑 康子 様 

 

第 2603 回 例会 

本日（7/5）のプログラム 

「会長就任挨拶」 

2024～25年度会長 平良 友美（第 58代） 

  

2024～2025年度 

地区・分区 主要行事日程  
 
(2024年) 

8月  6日（火） インターアクト年次大会 

10月 19日（土） 地区ＲＬＩ（沖縄） パートⅠ 

11月 9日（土） 地区ＲＬＩ（沖縄） パートⅡ 

11月 29日（金） 「ガバナー公式訪問」 

       17：00～18：15「クラブ協議会」 

            18：30～20：00夜間例会 

12月 21日（土） 地区ＲＬＩ（沖縄） パートⅢ 
 

（2025年） 

2月 7日（金） 沖縄分区ＩＭ（ホスト：那覇東） 

                  ダブルツリーby ヒルトン那覇首里城 

3月 5日（水） ＰＥＴＳ（会長エレクト研修） 

4月  9日（水） 地区研修協議会 

4月 23日（水） ＲＩ会長代理晩餐会 

4月 24日（木） 地区大会 

5月 31日（土） 「日台親善会議（札幌）」 

6月 11日（水） 地区納めの会 

6月 21日（土）～25日（水） 

国際大会カルガリー（カナダ） 
 
※上記、主要行事予定です。研修やロータリーファ

ミリー関連の行事は都度ご案内申し上げます。 

     寄付報告   （敬称略） 

 6/21～25 受付 
 

＜ロータリー財団寄付＞ 

松尾 晋哉 36,110円（＄230） 

具志頭朝一 36,110円（＄230） 

知花なおみ 31,400円（＄200）  

比嘉 弘二 36,110円（＄230） 
 

 ご厚意に感謝申し上げます。 

第 2602 回 例会報告 

- 2024年 6月 21 日 – 

夜間例会（最終） 



【Meke Up】 

6/20 山 里  将     （パストガバナー補佐会） 

6/25 山 里  将             （地区ＩＡ委員会） 

6/28 松尾 晋哉 ・ 具志頭朝一  

（地区納めの会） 

6/30 ＜インターアクト慰霊の日平和学習＞ 

    具志頭朝一 ・ 山 里  将 ・ 松田 賢基 

    平良 友美 ・ 上谷みち代 

7/4 山 里  将               （コ  ザ） 
  
※ 地区委員会ＺＯＯＭ会議・リモート催事等へご参加された方

は事務局にご報告下さい。 

※ 他クラブへメークアップ訪問の際には事前にご連絡下さい。 
 

【ニコニコＢＯＸ】 

 宮城 早人 君（石垣） 

  ・ 本日は松尾会長年度の最終例会に参加さ 

せて頂き大変光栄です。次年度平良会長 

エレクトと次年度は浦添ＲＣと石垣ＲＣの合同

例会を企画中です。両クラブの友好がこれ

から益々深まっていけることを願っておりま

す。浦添ＲＣの益々のご発展を祈念しており

ます。本日はありがとうございました。 

大宜見民子様 

  ・ 大変ご無沙汰しております。又、皆様にお 

会いでき嬉しく思ってます。本日。お声が 

け頂きありがとうございました！ 

松尾 晋哉 

 ・ 1年間本当にありがとうございました！ 

   あっという間の 1年でした。次年度以降も 

頑張ります！ 

  具志頭朝一 

  ・ 本日は最終例会ご参加ありがとうございま 

す。松尾会長 1年間ご苦労様でした。 

次年度（平良年度）も頑張ってまいりませう。 

高橋 誠一 

  ・ 都合により本日は欠席です。ごめんなさ

い！会長、幹事、各委員会の皆様 1年間 

ご苦労様。ありがとうございました。 

 山 里  将 

  ・ 松尾会長、具志頭幹事 1年間お疲れ様で 

す。松田さんもエリックのお世話ありがとうご 

ざいました。 

 松田 賢基 

  ・ 松尾会長、具志頭幹事 1年間ありがとうご

ざいました。 

  ・ 梅雨も明けました！夜だけど晴れやかです。 

 小井土利行 

  ・ 久々の参加です。 

  ・ 誕生日のプレゼントありがとうございました。 

 知花なおみ 

  ・ 松尾会長、具志頭幹事 激動の 1年間お

疲れ様でした。 

  ・ 石垣ＲＣ宮城会長エレクト、松尾会長のご

家族、川畑パスト会長の奥様、上谷さんの

お母様ようこそ浦添ＲＣへ。またいらして下さい

ね。 

 比嘉 弘二 

  ・ 2023～2024年度 浦添ＲＣ松尾晋哉会長

年度の最終例会が本日となりました。この日

に参加が出来ない事にお詫び申し上げると

共に残念に思います。今年度浦添ＲＣは松

尾会長を中心に良い変化があり、会員同士

の結束が深められた年度になったと思いま

す。そして次年度、平良友美会長の下、テー

マである「平和をつくる-クラブ・浦添・世界で

-」を念頭に楽しい活動ができると確信してお

ります。会員の皆様、次年度もよろしくお願い

致します。松尾会長 1 年間お疲れ様でし

た！😊 

佐久田綾子 

  ・ 松尾会長、具志頭幹事 1年間お疲れ様で 

した。本日は 1年の労を皆で労うことができ 

又、祝福できることを大変嬉しく思います。 

  



平良 友美 

・ 松尾会長、具志頭幹事 1年間大変お疲

れ様でした！ 

・ 最終例会にお越し下さった、石垣ＲＣの宮

城会長エレクトようこそお越し下さいました。 

  松尾家の皆様、川畑パスト会長令夫人、 

 上谷さんのお母様 ようこそ！ 

  上谷みち代 

   ・ 松尾会長、具志頭幹事 1年間お疲れ様 

でした！ 

 

 

  

    

       松尾会長最後の会長挨拶 
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手に手つないで♬ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

😊😊😊😊😊 日計 累計 

ニコニコＢＯＸ 37,000 380,791 

コ イ ンＢＯＸ 0 0 

合  計 37,000 380,791 

 

 
全員で集合写真 



【青少年奉仕員会】 

インターアクト慰霊の日平和学習クリーン奉仕活動 

（報告） 

日時：6月 30日（日） 宜野湾市嘉数高台公園 

沖縄分区 5校（那覇高校・那覇商業高校・興南高 

校・昭和薬科大学附属高校・沖縄カトリック中高

校）のインターアクト生と嘉数高台の清掃及び平和

学習に参加。 コザＲＣ菊城会員（真常寺住職）のご

祈祷と講話を拝聴しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜地区からのお願い＞ 

2027～28年度 ガバナー（ガバナーノミニーデジグ

ネート）候補者推薦のお願い 

当地区は 2024年 2月 29日の地区大会におい

て、2027ー28年度ガバナー(ガバナーノミ ニーデジ

グネート)の選出について、国際ロータリー細則(以

下細則という)第 12条( 12.020. )に定められている 3

つの選出方法の中から「指名委員会」を採用するこ

とを決議いたしました(地区大会決議第 5号)。 

ＲＩ細則第 12条( 12.030.3 )により地区内各クラブ

は、ガバナーノミニーデジグネート候補者として会員

を 1名推薦することが出来ます(細則第 13条

13.010を遵守のこと)。 

ガバナーノミニ ー及びガバナーの資格条件は、細

則 16条( 16.010. 16.020. )を満たさなければなりま

せん。 

なお、地区指名委員会がその選出を行うにあたっ

ては、「その選出の範囲は地区内クラブによって推

薦された候補者に限定されるものではない(細則第

12条 12.030.4)」ことを予めご承知おきください。 

提出締切 2024年 9月 1日(日)必着 

提出書類等、詳細は事務局にご確認下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月は「母子の健康月間」 

毎年、5歳未満で命を落とす子どもは、世界で推定 590万人。その原因は、栄養失調、適切な医療

や衛生設備の欠如など、どれも予防が可能なものばかりです。 

予防可能な原因で母と子どもが命を落とすことなどあってはならないと、私たちロータリー会員は考え

ます。すべての母子が質の高い医療を受けられるよう、そして、出産で命を落とす母親がいなくなり、子

どもがすくすくと成長できるように、私たちは支援活動を行っています。 

〇ロータリーはこんな活動をしています 

教育、予防接種、出産キット、移動クリニックなど、ありとあらゆる方法で母子の健康を推進していま

す。また、女性を対象に、HIV母子感染の予防、母乳による授乳、病気の予防に関する教育も行って

います。詳しくはＲＩのホームページから「ロータリーショーケース」をご覧下さい。 

 



【公共イメージ委員会】 

ホームページリニューアルのお知らせ 

 松尾年度に立ち上げた「ＨＰリニューアル委員会」 

が進めておりましたホームページのリニューアル。 

7月 1日に公開いたしました。

今後もページ増設等、随時更

新していく予定です。 

 

← ホームページのＱＲコード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 7月の予定 （母子の健康月間） 
 

12日（金）  新旧合同理事会  

例会「委員会活動計画発表」 

   ※各委員会委員長 
 

15日（月）  青少年交換派遣学生 帰国 

（島袋喜々君）                 

           那覇着 SKY517 15:35 
 

19日（金）  休会（定款 7-1-ｄ（1）） 
  
 

26日（金）  那覇東ＲＣ・浦添ＲＣ合同例会 

   「ガバナー補佐就任挨拶」 

城間幹夫ガバナー補佐（宜野湾） 
 

◎ ＲＩレート ＄1＝161円 

 

＜お願い＞ 

◎ 週報企業広告掲載について 

週報への企業広告掲載にご協力をお願いい

たします。 

・ 掲載期間 2024年 7 月～2025年 6月末 

   ・ 掲載料   30,000円（一枠） 

 ご協力頂ける方は、事務局までご連絡下さい。 
 

※ 分区名簿掲載用の顔写真が未提出の方、

差し替えご希望の方は、事務局へご提出くだ

さい。 
 

◎ 上期会費請求について 

上期会費と併せて、催事登録料・週報広告

費（各該当者）を請求いたします。ご承知お

きの程よろしくお願いします。 
 

 

 

    

    

 

 

2023～2024年度 浦添ＲＣ 目標達成率報告           6月 30日締め 

項目 目標 実績 達成率 摘要 

ロータリー財団寄付 ＄2，000 ＄3,299.9（489,660円）  
（ロータリー賞目標設定） 

 

年次寄付 ＄1,500 ＄2,229.9（333,350円） 148％ 個人寄付（7 名） 

ポリオ ＄500  ＄820 （117,3600円） 164％ 個人寄付（7 名） 

恒久基金 - ＄150   （23,370円） - 個人寄付（5 名） 

平和センター - ＄100   （15,580円） - 個人寄付（5 名） 

米 山 奨 学 会 寄 付 80,000円 75,000円 93.75％ 個人寄付（5 名） クラブ寄付別 

会 員 増 強 25名 25名 100％ 年初 20 名（退会 2 名・入会 7 名） 

 

※ 沖縄分区・各ＲＣからのご案内 
 
〇 青少年交換来日学生帰国前報告会 

   日   時 ： 7月 23日（火） 受付 12：00 

   場   所 ： パシフィックホテル沖縄 2階 

   登録料 ： 3,000 円  

   ☆那覇・那覇西合同例会での開催 

                 申込締切：7月 16日 

 
 

〇 那覇ロータリークラブ 

   ・ 7月よりビジター費を 3,000円に改定 
 
〇 名護ロータリークラブ 

・ 7月 17日（水） 休会（定款 7-1-ｄ（1））   

・ 7月 31日（水） 休会（定款 7-1-ｄ） 

   

                     



【出席・親睦委員会】 

  

 

 

 

 

≪2024 年 5月末会員数（正会員）≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5月出席率 59.08％ 

6月出席率 58.17％ 

5月 6月 

10 

日 

17 

日 

7 

日 

14 

日 

21

日 

1 高 橋  誠 一 □ 〇 〇 〇 □ 

2 山 里    将 〇 〇 〇 〇 〇 

3 喜 納  朝 勝 〇 〇 〇 〇 △ 

4 川 畑  順 義 〇 〇 〇 〇 〇 

5 松 田  賢 基 〇 〇 △ 〇 〇 

6 小 井 土 利 行 - - - - 〇 

7 佐 和 田  功 - 〇 - - - 

8 知 花 な お み 〇 〇 △ 〇 〇 

9 松 尾  晋 哉 〇 〇 〇 〇 〇 

10 具志頭  朝一 〇 〇 〇 〇 〇 

11 比 嘉  弘 二 〇 〇 〇 〇 △ 

12 佐 久 田 綾 子 △ 〇 - - △ 

13 奥 平  一 〇 △ 〇 〇 〇 

14 我 喜 屋  啓 〇 △ 〇 〇 〇 

15 下 地  和 浩 - - - - - 

16 平 良  友 美 〇 〇 〇 〇 〇 

17 上 谷 み ち 代 △ 〇 〇 〇 〇 

18 赤 嶺 比 登 美 - - 〇 - - 

19 川 畑  彩 - - - - - 

20 仲 座  義 人 - - - - - 

21 與 儀  信 一 - - - - 〇 

22 宮 城  健 吾 ‐ - - - - 

23 久 高  将 泰 - - - - - 

24 髙 原  勝 也 - - 〇 - - 

25 森 山  賢 - 〇 - - - 

○…出席□…出席免除     
△…Makeup･委員会 
○ｚ…ZOOM参加 

54.16 64.00 60.00 52.00 62.50 

沖縄分区各ＲＣ 例会日  点鐘 12：30 

月 那覇南（パシフィックホテル沖縄） 

火 

那 覇（パシフィックホテル沖縄） 

宮古島（れすとらんのむら）12：10 

那覇北（オリオンホテル那覇） 

水 

那覇西（ＡＮＡｸﾗｳﾝﾌﾟﾗｻﾞ沖縄ハーバービュー） 

石 垣（アートホテル石垣島） 

宜野湾（ラグナガーデンホテル） 

名 護（ゆがふいんおきなわ）月の最終 19：00 

木 
コ ザ（オキナワグランメールリゾート） 

那覇東（ホテルコレクティブ） 

金 
沖縄首里（オリオンホテル那覇） 19：00 

 第１週（リアル・オンライン）・第 3 週（オンライン） 

 ＲＣ 
2023 年 

7 月 1 日 

2024年 

5月末 
増減 

沖

縄

分

区 

那 覇 62 68 ＜2＞ 6 

石 垣 52 55 ＜3＞ 3 

コ ザ 25 27 ＜3＞ 2 

那 覇 西 50 53 ＜4＞ 3 

宮 古 島 31 31 ＜1＞ 0 

宜 野 湾 27 28＜12＞ 1 

那 覇 東 36 38 ＜8＞ 2 

浦 添 20 25 ＜6＞ 5 

名 護 31 35 ＜7＞ 4 

那 覇 南 33 29 ＜4＞ -4 

那 覇 北 22 23 ＜2＞ 1 

沖縄首里 26 68 ＜34＞ 42 

沖縄分区 415 4 8 0＜ 8 6＞ 65 

地区全体 2,874 3,090＜318＞ 216 

＜＞内は女性の数 

◎「Every Rotarian, Every Year, あなたも世界でよいことをするために」  

 2024-2025 年度一人当たり寄付目標（＄230）   
 

 （年次寄付）＄150+（ポリオ撲滅寄付）＄30+（恒久基金）＄30+（ロータリー平和センター）＄20 
 

皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます 
 



 

 

2024～25年度「ロータリー賞」に下記項目をエントリーいたしました。 

ご協力よろしくお願いします。 

 

達

成 
項目 詳細（本年度内に） 目標 

 会員増強 年度末までに達成したいクラブ会員総数 30 

 奉仕活動への参加 クラブの奉仕活動に参加する会員の数（延べ） 35 

 地区大会への参加 地区大会に出席する会員の数 10 

 地区研修への参加 
地区で行われる研修/セミナー/協議会などに出

席するクラブ委員会委員長の数 
7 

 年次基金への寄付 クラブと会員によるロータリー財団への寄付総額 ＄1500 

 ポリオプラス基金への寄付 
クラブと会員によるロータリー財団ポリオプラス基

金への寄付総額 
＄700 

🌸 ＩＡＣ 今年度に新設もしくは存続するクラブ数 1 

 
ウェブサイトとソーシャルメディア 

の更新 

クラブのウェブサイトとソーシャルメディアアカウン

トを月に何回更新するか 
3 

 親睦のための活動 
例会以外に親睦を目的としてクラブが実施した活

動の回数 
3 

 リーダーシップ養成への参加 
本ロータリー年度にリーダーシップ養成プログラム

／活動に参加する会員の数 
4 

 
クラブ戦略計画 

クラブにはクラブ独自の戦略計画（長期計画）が

あるか 

 

 インターネット上の存在感 

クラブの推進用資料、ウェブサイト、ソーシャルメ

ディアでは、最新のロータリーのロゴが正しく使わ

れ、「世界を変える行動人」としての会員のイメー

ジを伝えているか 

 

 クラブ細則の見直し及び更新の検討 
会員とその他の参加者のニーズがクラブ細則に

反映されている。 
 



 

川畑　順義 高橋　誠一 比嘉　弘二

比嘉　弘二 山里　　将 松尾　晋哉

上谷みち代 川畑　順義

松田　賢基 喜納　朝勝

山里　将 知花なおみ

具志頭朝一 松田　賢基

我喜屋　啓 具志頭朝一

◎ 佐久田綾子 具志頭朝一 松尾　晋哉 我喜屋　啓

奥平　一 山里　将

（1年委員）

松尾　晋哉

会員増強 ◎ 松尾　晋哉 ○喜納　朝勝

出席/親睦 ◎ 我喜屋　啓 ○仲座　義人

久高　将泰 森山　賢

髙原　勝也

公共イメージ ◎ 具志頭朝一 〇川畑　順義 上谷みち代

◎ 川畑　順義 ○佐和田　功

ロ ー タ リ ー 財 団

姉 妹 友 好 ク ラ ブ

米 山 奨 学 会

◎ 上谷みち代 ○我喜屋　啓

イ ン タ ー ア ク ト

青 少 年 交 換

ロータアクト検討委員会

委員長 山里　将

委員 具志頭朝一

◎

社 会 奉 仕

職 業 奉 仕

国 際 奉 仕

◎ 比嘉　弘二 ○ 赤嶺比登美 小井土利行

（プログラム・ラーニング・会報）

◎委員長　○副委員長

地区役員・委員
地区インターアクト委員会

地区ＲＬＩ委員会

青 少 年 奉 仕

◎ 松田　賢基 ○山里　将 宮城　健吾 川畑　彩

ク ラ ブ 奉 仕

職業分類
会員選考

（3年委員） （2年委員）

具志頭朝一 比嘉　弘二

会場監督
（ＳＡＡ）

奥平　一 ○ 與儀　信一

ロータリーラーニング ◎ 山里　将 〇 我喜屋　啓

副 幹 事
（会場監督ＳＡＡ）

奥平　一 奥平　一

会 計 高橋　誠一 高橋　誠一

副 会 長 喜納　朝勝 喜納　朝勝

幹 事 知花なおみ 知花なおみ

直 前 会 長 松尾　晋哉 松尾　晋哉

会 長 エ レ ク ト 佐久田綾子 佐久田綾子

2024～2025年度　組織

役員 理事 パスト会長会

会 長 平良　友美 平良　友美



 

 

 

 

 

 

募集中！ 
 

募集中！ 
 

 

募集中！ 
 

募集中！ 
 

募集中！ 
 


